
主要市場が堅調だったことからASEAN市場も概ね上昇。ただマレーシア、シンガポールが弱含み
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先週はASEANのなかでもフィリピン市場が上昇率トップだった。この上げで週足もトップテクのストキャスから買い

シグナル点灯となった。しかし、金曜の日足を見ると出来高（価格帯別：オレンジの棒グラフ）が膨らんでの陰線
引けとなっている。週足で確認するとちょうど高値が基準線と同値となっていることがわかる。出来高も多いこと
から、ここで足踏みすると上値抵抗ラインになりかねない状況だ。

世界経済の後退懸念などが底流にあるだけに、一気に上抜けという状況はむずかしいだろう。そうなるとしばらく
はよくてもみ合い相場か。それを前提に銘柄選択を慎重に行う必要がある。

市場一刀両断 総合指数は週足に買いシグナルも基準線が鬼門



アナリスト注目銘柄 AyalaLand Logistics Holdings(ALLHC)
（DMC)
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【注目材料】Unity Realty＆Development Corp.（URDC）の100％の株式を23.9億ペソで取得。パンパンガ州のMabalacatに不動産を

所有しており、工業団地として開発される見通し。かなりの大型プロジェクトになる見込みで、中期の利益成長をけん引していきそ
うだ。
【会社概要】AyalaLandの別動隊的な会社。Ayalaグループ入りで資金面の不安が解消、大型投資を相次いで打ち出している。格
付けやPVRなどファンダメンタルズでは、まだバリュー感が出ていないが、今後プロジェクトが完了するたびに投資価値は上がって
いくだろう。

【投資戦略】週足は高値形成後の調整局面にあるが、先行スパンが下値抵抗ラインになっており、底堅い動きだ。上記にあるよう
に中勢的にEPSが伸びていく銘柄で、中期狙いに妙味がある。

Analyst’s Take: Strong Buy
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“妥当株価ロボ”のメッセージ銘柄 A Brown Company, Inc.(BRN) 

セクター別指数の採用銘柄の入れ替えがあった。そこで今週は指数採用銘柄となる「ルーキー」で最初
のスクリーニングを実施。それに投資期間=短期、バリュー＝インカム重視の条件で検索した。その結
果、２銘柄が抽出されたが、流動性に勝るBRMを選択した。TOPテクではまだ買い判断が出ていないも

のの、週足、日足ともあと一歩で陽転しそうな動き。週足の価格帯別出来高が膨らんでいるが、このし
こりをほぐせれば一気に上値追いとなりそうだ。TOPテクの買いシグナルを待って仕掛けたい。

http://フィリピン株.com/reasonable-stock/
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ICHMOKU判断銘柄 Wilcon Depot, Inc.(WLCON)

今週は「テクニカル診断」ページに新たに追加したICHIMOKU判断検索を使い有望銘柄を抽出した。

今週はICHIMOKUの基本中の基本である

基準線と転換線のクロスでスクリーニング。
抽出された４銘柄のうち遅行線が株価より
上に位置するWLCOMを選択した。先週の
週足は陰線引けでTOP判断も売り継続だ

が、転換線が確かに上抜けとなり、下値を
基準線が支持しているパターンで、それほ
ど弱い動きではない。
WLCOMはサービスセクターに新たに採用

された銘柄で、その分、下値には買い支
えが入るものと思われる。直近高値抜け
を追撃となる。
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